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番号
器　 種 i法量 （cm）

器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　 考

5

土 師 器 3 12 ：3

柑　　 c lO ．0

底部 は器厚 を有 し，平坦 で大 きく張 り出し，仁「－横 ナデ
普通 ・砂粒 ・裾

にぷ
い赤
褐

70％
P L　70 －5

胴部 中位で最大径 をもち内攣 し頚部 に至る。 ヘラナデ
汀縁 は「八」の字状 に立 ち上 がる。 口唇部 は 内面－ヘラナデ
やや尖が りを見せてい る。 外 面…ヘラナデ

（摩滅気味 ）

6
土　 師　 器　 A 17．8

高 ‡不　　 B　 5．5

厄 底部 は平坦 で，杯部 ・口緑 はゆ るや かに

弧 を描 きなが ら立 ち上が り，器厚 を減 じ口
唇部付近 で外反 してい る。

急 曇萎萎味） 良好 磯 ・詣
ま不部95％
P L 70－6

7
土　 師　 器

高　 ま不

A （19．0）

B （‾5．8）

球底部 は扁平で器厚 を増 してお り，球体 部
は朝彦馴犬で器厚 を減 じつ つ丸味 をもつ口唇
部 へ至 っている。頸部 ・脚部 ・裾部 は欠損。

仁ト一様 ナデ
内面－ヘ ラナデ

へ ラケズ リ
外面－ヘ ラナデ

普 通・砂粒 ・橙
競 号 遥 巨 欄 30％

橙

8
土　 師　 器

高　 杯

A （18 ．6）

B （6 ．0）

ナ不底部 は厚手の器厚 をもち平坦 である。球
体部 はやや内攣 しなが ら立 ち上 が り， 口唇 ＝1 横 ナデ 普通 ・砂粒 ・明赤

ス コ　褐
リア　 にぷ

い橙

土不部50％
P L 70 －7

部 で さらに内轡 す る。 内 面－ヘ ラケズ リ
外面 一摩滅気味

9
土　 師　 器

高　 士不

B （7．5）

C l l．6

［

脚部 は器厚 は厚味 を有 して，円柱状で，裾
部は平坦 な広 が りを見 せてい る。 外面…ヘ ラナデ

裾 一横ナ デ

へ ラナ テP

普通 ・砂粒 ・橙
褐灰
脚部80％
P L 7 1－3

10
土　 師　 器 B （10 ．6）

脚部 内側 に輪積痕 をもつ。厚手 の器厚 を有 l

L ，円柱状 を呈 して いる。裾部 は大 きく開
き先端 で そりか えりを見せ， 丸味 を帯 びて
いる。

内面主」除積の あとへ

ラナテざ
普 通・砂粒 ・にぶ 脚部 80％

高　 ま不 C （15 ．2） ヘ ラナデ
外 面－ヘ ラナデ

スコ　い褐
リア　橙

lコP L　71－4

1 1
土　 師　 器

】

B （9．9）
脚部内側 に輪積痕 を有 し，脚柱部形 は二等
辺 三角形 を思 わせ，裾部 へ広 く開 いている。
口　Eヨ　　　　　　　　　　ト・L－

内面…ヘ ラナデ
横 ナデ 良好 ・砂粒 ・明赤

脚部70％
高　 ナ不 C 16．8 器厚 はやや一正。 外面 － ミガキ

裾 一横 ナデ

褐
灰褐

百P／Uフu
P L 7 1－2

1 2
土　 製　 品

士　 玉

2 ．8 ×2．75

孔径0 ．65

18 ．59

球形 を呈 している。

ナデ 100％

第超5号住居跡（第100図）

本住居跡はF4g8・h8調査区を中心に確認されたもので，第33号住居跡・第34号住居跡の北側に

位置し，長軸方向はN－5控－Eを指す。規模は長軸6．74m e短軸6．68m。面積45。03nfを測り，平

面形は隅丸方形を呈している。壁高は14～30cmで一部撹乱を受けているものの，やや垂直に立ち

上がり，壁下には幅15cmの壁溝がほぼ一周するようにめぐっている。床面は全体的に凹凸を示し，

北西壁付近・南コーナー周辺はやや高く，かなり固く締まっている。柱穴は4か所検出され，そ

れぞれの規模は径30cm内外e深さ60～83cmを測り，平面形は円形を皇し，断面は円筒形である。

Pl～P4ほ，主柱穴と思われる。

炉跡は3か所検出され，F1号～F3号とした。F1号は北壁コーナー近くに，長径66cm・短径50

cmを測る楕円形を呈し，覆土には焼土ブロック・炭化粒子等が混入している。F2号も長径90cme

短径38cmを測り，F1号と同様に楕円形で，覆土には焼土ブロック・炭化物等が混入している。F

3号は長径130cme短径20cmの不定形の平面形で，確認面から13cmあまり掘り窪められた地床炉で

ある。色調も極暗褐色土e暗赤褐色土が主で，焼土ブロック・炭化物少量が混入し，きわめて固

い状況である。また，炭化材・焼土が本跡内にきわめて多量に検出されていることから，本跡は
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焼失家屋と考えられる。

貯蔵穴は，南コーナー部より検出され，規模は径96cm・深さ49cmを測る。平面形は，円形を呈

している。その覆土は主に暗褐色土の色調で，炭化物eローム粒子が混入して自然堆積しており，

底面はやや固くしまっている。壁は傾斜を示しながら立ち上がる。

本跡の覆土は，上層で一部撹乱を受けているが黒褐色まで，ローム粒子。ソフトロームブロッ

クeロームブロック・炭化粒子e焼土粒子等が混入し，しまりを帯びている。色調は主に黒褐色

で自然堆積の様相を呈している。遺物は土師式土器の出土を見ている。

出　土　遺　物　解　説　表

番号 器　　 種 法量 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器

婆

A 13 ．7
頸部はやや厚手の器厚を有し，、口縁部へ「八」の
字状に立ち上がり　 口唇部は丸味をもっている ロー横ナデ 普通・砂粒・明赤

98％
P L　71－5B　21 ．5 I　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O胴部の肩部は最大径を測る中位へなで率で移行

rl

究霊＞ヘラナデ 褐

C　 5．6
l

し，内轡しながb平坦な底部へ至る。胴部器厚
は一定。胴部一部に媒が付着している。

橙

2
土　 師　 器

l 婆

i

A 17 ．4

B （18 ．4）

頚部は「く」の字状 を呈し，目線部は外反 を
見せており，口唇部はさらに外反をしてい ロー横ナデ 普通・砂粒・明赤

スコ　褐
リア　にぷ
い橙

50％る。胴部はなで肩で最大径を測る中位に移
行 し， さらに底部に向けて内轡を見る。

究雷＞ヘラナデ

3
土　 師　 器 A （18．8）

頚部は「く」の字状 を呈し，目線部は「八」の
字状を見せ，口唇部は丸味 を帯びている。
胴部の肩は器厚を増 しつつ，弧を描 く様相
で中位部へと移行する。

「「一様ナデのあと
パケ目

普通・砂粒・灰褐
スコ　にぶ 口綾部50％

聾 B （8．0） 内面－ヘラナデ
外面－パケ目

リア　い赤
褐

4
土　 師　 器

てこヒ箋E

A　22．6

B （6．5）

器厚を増 した折 り返 し口縁部で，開きは直
線的で口唇部で大 きく外反 している。 究霊＞ナデ 普通・砂粒・灰褐

スコ　にぶ
リア　い橙

50％

5
土　 師　 器

一二土ご∃貰

A （18 ．0）

B （4 ．5）

口縁は有段口縁でやや厚手の器厚 をもち外
反して立ち上がる。口唇部は角状 を呈して

いる。頸部から下位は欠損。
宋霊＞震 学習整の 良好・砂粒・にぷ

い橙
＝コ綾部40％

6
土　 師　 器

ー二王ご

A 17 ．0

B （19 °3）i

頸部は「く」の字状 を皇 し，目線は「八」の字
状で開き，口唇部は大きく外反 している。 ロー横ナデ

普通・砂粒・にぶ
スコ　い橙 50％

P L　72－2
胴部器厚は一定で，なで肩を呈 し中位で最 宋霊＞ヘラナデ リア　にぶ

宣E 大径 を測 る。底部欠損。 い黄
橙

7
土　 師　 器

壷 i

A （16 ．2）

B （5 ．2）

l

目線部は膨 らみをもちやや垂直に立 ち上が 内面－パケ目 i
普通・砂粒・褐灰
スコ
リア
（少）

目線部20％
りを見せ，口唇部は丸味を帯びている。頸
部から胴部の肩 にかけて，大 きく横に張 り
出す様相 を呈 している。

ヘラナデ
外面一横ナデ

パケ目
へラナテざ

8

9

土　 師　 器

一二土ご望

B　29．9

C （8．4）

底部は平坦で，器厚を一定に保ちをがら胴
部へ と大きく弧 を描いて移行し，中位部で
最大径を測 り，頸部へと向かっている。 内面一一へラナデ

やや・砂粒・明褐
軟弱　　　 暗赤

禍
60％

土　 師　 器

賓

B （18．8）

C　 8．2

底部は平坦で胴部器厚 を一定に保 ち，中位 内面…輪積のあと
普通・砂粒・橙

40％
部で最大径 を測 り，内轡 し，頸部へと移行 ヘラナデ
する。胴部内側に輪積痕 を有している。

［

l底部は極端に厚手の器厚 を有しやや平坦で，
胴部は器厚を減 じせり上がるように立ち上
がる。

I

一部パケ目調整
外面－パケ目調整
へラナテⅠ

スコ　にぶ
リア　い褐

10 i土　 師　 器

婆

B （15．0）

C　 8．5

A ll．6

B （8 ．5）

内面－ヘラナデ
外面…ナデ

やや・砂粒・にぶ
軟弱　スコ　い褐
リア 灰褐 ！

底部100％
（30％）

】
ミ中

j
デ
［
l

十 ‾

土　 師　 器 ］
ミ

小　 型　 婆 ［
l
l；

底部は丸底で大 きく張 り出す様相 を呈し，
中位部から垂直 ぎみに立 ち上がり，口縁部
では外反している。口唇部でさらに外反し，
丸味をおびている。

仁ト一様ナデ
内面一ヘラナデ
外面一パケ目

ミガキ

良好・砂粒・にぷ

い黄
橙 i

100％（完）
P L　72…2
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番号 器　 種 法量（cm）　 器 形 の 特 徴　 「 整 形 技 法　 焼成灘土・矧 備　 考

！
12士票鵠 腰 捕 警渾 墾真夏膳 至芸誓）＝：‾二言‾‾‾［二五

13土票器B（5・8）欒誓欒鶴 欝豊謂 紅 禦デ 普通『凱歌 6
橙

14土禁器3（潤 蓋買孟響 拙 甑 度 焦 り普通・示 二 ‾‾

15土紺 2押 葉孟冊 嘉貰孟管掌簿 行掛 ラナつ 普通・凱 縮底品認％）

止　　　　‖底部は器厚を有し，休部中位まではやや直根 笠霊豊 吉警雛最雲禦学習書孟賢立ち上がる瀾 ＝二言‡妄り　普通槻 褐灰p㌔望＿4ま

全体的に極端に厚手の器厚を有し頑丈なっ
1璃 芸霊昌1；：2 ふ帯 孟畳語鵠 薯豊吉賢立ち上内面－ヘラナデ外面－ナデ

18土高師球鵠 欄 蓋蓋垂讐羞薦 箪 漁 滞 誓ナデ　 良好・砂粒・品 一票

底部は厚手の器厚を有し平坦である。球体　ロー横ナデ
19土高師稀器措 潤 善皇軍粁 讐如欝譜親 慧二蓋蓋藁　 普通。写誓．誓膵 盟

20土高師轟 1誹 摂 蓋芸燕 姿 鷲芸疑 義 翳良好轍 節 義

頸部と球体部の間に稜をもち，日縁部は直
21土師器昌霊 欝謂缶盟腔大きく外反し，やや内面‾へラナデ高　稀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外面一摩滅気味
1 意慈 3（1冒歴 謂禦露 恋 籠 ナデ ～良好槻 lミ攣 豊

2畢 雷雲（2漕 羞藍香華嘉軍票意冒富鞭 二三三そ芸庸 砂粒．遠軽盟

第媚号住居跡（第103図）

本住居跡はF6e6・e欄査区を中心に確認されたもので，第37号住居跡の東側に位置し，長軸方

向はN－54LEを指す。規模は長軸5・25me短軸4・67me面積24・51n律，平面形は隅丸方形を呈

している。壁高は20～50cmを測り，北東が低く南西は高くなり，壁面はやや垂直に立ち上がって

いる。なお，北壁中央部には第16号土壌が切り込んでおり，切り合いから見てこの土壌は新しい

遺構であると思われる。床面は硬くふみ固められた状態である。柱穴は8か所検出され，Pl～P4

－143－一一



第103回　第46号住居跡実測図
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第104図　第46号住居跡出土遺物実測図

㍉
。

が主柱穴と考えられる0それぞれ円形を呈し，径22cm内外・深さ32～55cmを測り，円筒形に掘り

込まれている。

炉跡は北西壁中心付近に検出され，径74cmを測る円形を呈し，確認面から18cmほど掘り窪めら

れた地床炉である。炉内覆土には焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子等が混入し，ややしまりを帯

びている。炉床は凹凸しておりきわめて固い。

本跡の覆土の色調は，主に暗褐色土・褐色土で，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子等が混入し，

自然堆積を示している。本跡は北壁コーナー・南東壁際等に多量の焼土が出土しており，焼失家

屋と思われる。遺物の出土は多くはかゝが，土師式土器片の検出があった。

出　土　遺　物　解　説　表

番号 器　　 種 法皇（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器 A （14．2）

頸部は「く」の字状 を呈し，口緑部は大きく
外反 し，さらに口唇部で外反する。器厚は ロー横ナデ 良好・砂粒・明赤

口緑部40％要 B （3．9） やや薄手である。 究霊＞ナデ スコ　褐
リア　橙

2
土　 師　 器

小　 型　 壷

A　 5 ．2

B （3 ．8）

胴部は厚手の器厚を有して，なだらかに下
方向へ向かっている。口緑部は直線的に立
ち上がり，口唇部でやや外反 をしている。 外面－ヘラナデ

普通・砂粒・橙

スコ
リア

50％
P L 73－5

3
土　 師　 器 A （13．0）

頚部は「く」の字状 を里し，口縁部は直線的
で「八」の字状 を呈 しており，口唇部付近で 内面－ミガキ 良好・砂粒・にぶ

30％柑 B （9．0） 器厚を減 じ先端は尖がっている。胴部は器
厚を一定にし，弧 を描 くように張 り出して

いる。

外面－ミガキ
（摩滅気味）

い橙
黒

4
土　 師　 器 A （19 ．4）

折り返しロ緑で直線的であり，やや垂直に
近い形で立ち上がる。口唇部は丸昧をもっ ローユビオサエ

普通・砂粒・橙 口縁部25％鉢 B （8 ．0） ている。 嬬 ＞ナデ

5
土　 師　 器

高　 f不

A 18．3

B （4．9）

杯部は直線的な開きを有し，口唇部で丸味
をもっている。 ロー構ナデ

安富＞ヘラナデ

（全体的に摩滅）

普通・砂粒・にぶ
スコ　い橙
リア

稀部90％
P L 73 －6

ー145－



第105図　第47号住居跡実測図

第47号住居跡（第105図）

本住居跡はF6e3調査区を中心に確認されたもので，第37号住居跡の西側に隣接する位置にあり，

長軸方向はN－47LWを指す。規模は長軸2．45m・短軸2．4m・面積5．88nfを測り，平面形は隅丸

方形を呈している。壁高は20～30cmを測り，壁はやや外反して立ち上がる。床面は凹凸してかた

く踏み固められた状態である。柱穴は2か所検出され，平面形はPlが円形，P2が楕円形を呈し，

径は17～50cmを測り，深さ15－23cmでⅤ字形に掘り込まれている。

炉跡は床面のやや中央に長径68cm・短径50cmの楕円形を皇し，確認面から12cmほど掘り窪めら

れた地床炉である。炉内には焼土と炭化粒子等が多量に混入し，炉床は焼けたロームで囲い。

－146－
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第106図　第47号住居跡出土遺物実測図

本跡覆土は主に褐色土の色調をもち・焼土粒子・炭化粒子（少量）・ソフトロームが混入し，

自然堆積を示している。遺物は小型の住居跡のわりには多量に土師式土器片の検出がなされた。

出　土　遣　物　解　説　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sI－47

番号 器　　 種 法量（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器

要

A 15．0

B　22．3

C　 6 ．0

底部は厚味 をもち，胴部は弧をもちながら
最大径を測る中位部へと移行 し， さらに内
轡しながら頚部へ至っている。頭部からロ
縁は直線的に立ち上がり，口唇部でやや外
反し尖がりを見せている。

ロー横ナデ
内面－ヘラケズリ
外面－ヘラナデ

へラケズリ

普通・砂粒・にぶ
スコ　い橙
リア　黒補

60 ％

2
土　 師　 器 A 13．6

頚部から口緑にかけて直線的で，目線から
口唇部にかけてはやや外反 して立ち上がり，
先端は丸味 をもっている。胴部はなで肩状
で中位へ移行し，最大径を曲る。中位から
弧をもって底部へ移行する。

口内画一横ナデ
外面1 横ナデ
輪積痕あり

普通・砂粒・にぶ
砂礫　い橙

40％
P L 74－1要 B （21．5） 蔚相月艮

休部内面－ヘラナデ
輪積痕あり

外面－ヘラナデ

雲母
スコ
リア
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番号

3

4

〝Y′′′W．サ「
！

5 i

i

i

6 i

i
き

jSE器　 種　 極超 （cm）

r
1

】
i
［　　　 器　 形　 の　 特　 徴
】

整　 形　 技　 法
！
慨 成灘土・色調 i 備　 考

l
土　 師　 器 iA 19．8

l
婆　 極 （6．7）
42［
［
［r

土 師 器 i A 14・2

婆　 i B （16．8）
】！F

江津射ま折り返し「津家を有し，全体的に厚手
i鵠 翳 誇 霊 。掴相 は細身となり

：

掛 ラナデ ． i良好側 勘 縁部100％

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　＿＿ ＿JA＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿」〃〃ム＿、み＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
麻 ‡ナデ 良好轍 が j p 款 2

i［
】土　 師　 呵 A　 9・0

柑 」B （3・5）

慣 欝 譜 難 語 禁 立ち上がる。［‥J

i

i

宋霊＝蒜孟ナデ　　　　　　 ロ縁部60％

】　　　　 球体部は朝顔状を皇し，口唇部付近で外反
土　 師　 器 iA 18．8　 し，やや尖がりを見せている。 ［］…横ナデ　　　 i良好・砂粒・にぶ

序部60％
P L　74…32

高　 稀　　 B （6．2）
宋雷＞ヘラナデ スコ　い橙

リア

「 ‾‾ ‾‾‾‾…　　　 脚柱部は円柱状で厚手の器厚を有している。

良好・砂粒・赤
スコ　榎 脚部70％

P L　74－4

7 鳥 師稀器捗 ）

十 日 つ

裾部は下方へ大きな広がりを見せ，先端は
やや丸味をもっている。

内面－ヘラナデ
外面…ナデ
裾…植ナナ リア
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第109図　土　壌　実　測　図（3）
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第日0図　土　壌　実　測　図（4）
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本遺跡で検出された土壌は16基で，遺跡の軋南側の位置に点在している。長径が1mに満た

ない小規模のものが2基，1mから2mまでのものが6暴2mを越す大規模のものが8基で，

平面形もまちまちである。また，焼土粒子が少量含まれており，炭化粒子も検出されたものもあ

る。

第瑠号豊壌（第107図）

本土壕は，喝6調査区に確認されたものでタ遺跡の中心から南西部に位置し，第2号住居跡の

南側で一部切り合っている。土層から観察して，土壌は住居跡より古い時期と考えられる。長軸

方向はN－51LEを指し，平面形は不定形で，長径2・80me短径工55mと規模は大きい。深さは

最深部で1・25mを測りタ平坦な底面である。壁は底から外反して立ち上がり，覆土は暗褐色ま。

明褐色土が自然堆積しており，よく締まっている。

第2号豊壌（第108図）

本土境は，E2g2eg3調査区に確認されたもので，遺跡の中心から南西部に位置しており，第3

号住居跡の北西壁のほぼ中央部を切って所在していた。長軸方向はN－20旦－Eを指しタ平面形は

長方形でタ長径1・摘me短径0・82mの規模である。深さは最深部で純mを測る。底面は平坦で，

壁は底からゆるやかに立ち上がっている。覆土はよく締まった暗褐色土e明褐色土が自然堆積し

ている。暗褐色土には，焼土粒子e炭化粒子が少量撹乱して混入している。

第3号豊壌（第108図）

本土躾は，Elj2eE2a2調査区に確認されたもので，遺跡の南西部第6号住居跡内に検出された。

長軸方向N－1PLEを指し，平面形は楕円形で，長径1・23me短径0・74mのやや小規模なもので

ある。最深部が25cmで，底面は平坦である。壁は底よりゆるやかに立ち上がっている。覆土は自

然堆積でタ各層とも黒褐色を呈し，ハードロームブロックが混入している。

第堵号豊壌（第107図）

本土境は，り2g2調査区に確認されたもので，遺跡の中心から西側に検出され，東側12mに第9

号住居跡が所在している。長軸方向はN－5控－Wを指し，平面形は不定形で，長径3．58m e短径

1・77mの大規模である。深さは最深部が1・20mで，最浅部が40cmを測る○底は平坦であるが，壁

は袋状に立ち上がっている。覆土は自然堆積で総じて暗褐色で，焼土粒子e炭化粒子。ハードロ

ームブロックが混入している。

ー153－



第5号土壌（第108図）

本土壕は，E3C9調査区に確認されたもので，遺跡の中央部から検出された。第9号住居跡が東

側12mに位置し，長軸はN－51LWを指す。平面形は楕円形を皇し，長径1．35m e短径0。96mと

やや小規模な土壌である。底面は平坦で，壁は底よりゆるやかに立ち上がっている。覆土は自然

堆積で，暗赤褐色を室し，炭化粒子e焼土粒子が混入してよく締まっている。

第6号土壌（第108図）

本土壕は，り2il調査区に確認されたもので，遺跡西側のSK－04から南へ8mの所から検出され

た。長軸方向はN－30LEを指し，平面形は不定形である○長径1・50m e短径1．42mを測り，底

面は平坦で，しまりがある。壁は底から外反して立ち上がっている。覆土は自然堆積で，褐色を

皇し，ハードロームブロック・焼土粒子・炭化粒子が少量混入している。

第ア号豊壌（第108図）

本土壌は，E2i7調査区に確認されたもので，遺跡の南西側SK－08の北西方向2mの所に検出さ

れたもので，長軸方向はN…00を指す。平面形は楕円形で，長径0。73m e短径0．63mと小規模の

ものである。底は平坦でしまっており，壁高は30cmで，底から垂直に立ち上がっている。覆土は

自然堆積で，褐色を皇し，炭化粒子e焼土粒子が少量混入している。

第8号豊壌（第108図）

本土境は，E勾7ej8調査区に確認されたもので，SK－07南東2m・SK－09西方側2mの所に検

出されたもので，長軸方向はN－48旦－Wを指す。平面形は不定形で，長径1．Ome短径0．97mと小

規模を土壌である。底は平坦でしまりがあり，壁高は26cmで，やや外反しながら立ち上がってい

る。覆土は自然堆積で，褐色を呈し，炭化粒子・焼土粒子が少量混入している。

第9号土壌（第108図）

本土壌は，E2j8ej9調査区に確認されたもので，SK－08東側2mの所に検出された。長軸方向

はN－47旦－Wを指し，平面形は円形である。長径0．78m e短径0．70mで小規模な土壌である。底

は，凹凸状でややしまりを帯びている。壁高は27cmを測り，壁は外反しながら立ち上がっている。

覆土は自然堆積で，暗褐色。明褐色を皇し，焼土粒子e炭化粒子が少量混入している。

第柑号土壌（第108図）

本土壌は，E3h2調査区に確認されたもので，SK－07の南東約1mの位置から検出された。長軸
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方向はNr359－Eを指す0平面形は長方形を呈し・長径1・33m・短径0・80mである。底は平坦で，

やや軟弱である0壁高は19cmを測り，壁は底から東側でゆるやかに立ち上がっており，西側はほ

ぼ垂直に立ち上がっている0覆土は・褐色・極暗褐色の自然堆積であり，炭化粒子・焼土粒子が

少量混入している。

第11号土壌（第109図）

本土躾は，E3e6・e瀾査区に確認されたもので，SK－12の南側に検出され，長軸方向はN－21。

－Eを指す0平面形は楕円形で・長径3・93m・短径2・25mと大規模な土壌である。底はやや凹凸

を呈し軟弱で，褐色のロームである。壁高は最も深い所で63cmを測る。壁は底から外反気味に立

ち上がっている。覆土は暗褐色・褐色を呈し，炭化粒子・焼土粒子等が少量混入している。

第12号土壊（第109図）

本土境は，E3d瀾査区に確認されたもので，SK－11の北

側に検出された。長軸方向はN－67旦－Wを指し，平面形は

不定形である。規模は長径2．20m・短径2．10mを測り，大

きい。底は平坦でやや軟らかい。壁高は浅い部分で25。m・

最深部で50cmを計測する。壁の立ち上がりはなだらかであ

り，覆土は全般に褐色で，炭化粒子・焼土粒子が少量混入

している。高杯土器の出土が見られた。

出　土　遺　物　解　説　表

1

L lO；CM　‥」

第111図　SK－12出土遺物実測図

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1
土　 師　 器 B （8 ．5 ）

脚 部 は 円 錐状 を皇 し， 裾 部 は広 く開 き を も
ち， 脚 部 内 側 は 輪 穏 痕 を有 して い る。

外 面 － ヘ ラナ デ 並通 ・砂 粒 ・に ぶ 脚 部 50 ％高　 稀 C 16 ．2 裾 一横 ナ デ トl　　　　＿プ 1　　－ノ
い橙

第13号土壌（第109図）

本土境は，F3b9・bo調査区に確認されたもので，Sト19の北側

4mの地点で検出された。長軸方向はN－55旦－Eを指し，平面形

は円形を呈する。長径2・14m・短径2．03mを測り，規模は大きい。

底は平坦でややしまりを帯びている。壁高は55cmで，立ち上がり

は垂直である。覆土は暗褐色で焼土粒子・炭化粒子が少量混入し

ている。土師式土器の検出があった。
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出　土　遺　物　解　説　表
SK－13

I　　　　　　　　　　 I
番号　 器　 工虞　　　　　　　　　 器　 形　 の　 特　 徴

i
i；

整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

＝一様ナデ
体部－へラナデ

普通・砂粒・にぶ
スコ　い橙
リア
雲母

30％

第掴号豊壌（第110図）

本土境は，E2a5調査区に確認されたもので，SI－08に隣接した所に検出された。長軸N－78旦－W

を指し，平面形は不定形を呈する。長径2．57m e短径1．84mを測り，規模は大きい。底は平坦で

ある。壁高は14cm前後で，外反しながら立ち上がっている。覆土には焼土粒子e炭化粒子が少量

混入している。

第摘草豊壌（第110図）

本土壕は，f15e4ee5調査区に確認されたもので，Sト40を切り込んで検出された。長軸方向は

N」7LEを指し，平面形は楕円形を呈している。長径2．80m e短径2．38mを測り，大規模土壌

といえる。底は凹凸状を呈しており，壁高25cm前後で壁は外反気味に立ち上がっている。覆土は

黒褐色士を主体として底面付近はロームブロックが多量に混入している。遺物は，底面に土師式

土器が多量に検出された。

第柑号土壌（第110図）

本土境は，F6e7調査区に確認されたもので，SI－46内のほぼ北東部の一部を切って構築されて

いた。長軸方向はN－64旦－Wを指し，平面形は長方形を呈している。長軸2．43m。短軸0。92mを

測り，規模は大きい。底は平坦で，壁高14cmを有し，壁が外反しながら立ち上がっている。覆土

は黒褐色で，焼土粒子e炭化粒子が少量混入している。

出　土　遣　物　解　説　表

番号 器　　 種 法量（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1
土　 師　 器

賓

A （18．2）

B （7．7）

器厚 を一定にし，目線部はやや外反し，口
唇部でさらに外反する。頸部から胴部上位
はなで肩状である。

ロー横ナデ
内面－ヘラナデ
外面－パケ目調整

普通・砂粒・橙
10％スコ　にぶ

リア　い橙

2
土　 師　 器

賓

A （16．1）

B （5．9）

贋 糧 轟 摺 精 粗 品 豊 鍔 謂

［コ唇部で丸味を帯びている。胴部は肩部か
らなで状に下方に移行する。

口二様ナデ
内面一ナデ
外面－パケ目調整

普通・砂粒・にぷ
い橙
にぷ
い褐

20％

3
土　 師　 器

賓

A 17 ．8

B （22．8）

胴部は弧状を呈して，中位部で最大径を測
り，頚部は「く」の字状を皇 し，口縁は外反
をみせている。口唇部はなめらかであるが，
尖がりを見せている。

ロー横ナデ
内面…ヘラナデ
外面－パケ目調整
ナデ

普通・砂粒・明赤
褐
褐灰

80％
P L　74－5
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第113図　第15号土壌出土遺物実測図
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第114図　第15号土壌出土遺物実測図

番号

4

岩：÷　　 種

土　 師　 器

法昆 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法 焼 成 ・胎土 ・色調 備　　 考

B （24 ．4）

胴 部の器厚はやや一定で中位 よりやや上 で

最大径 を　 り大 きく弧状 を呈 している。 口
一‘血　′・ 外面 －ナデ

普通 ・砂粒 ・にぷ

い橙
胴部 8 5％

婆 縁 ・底部 欠損。

底部 は平 士L「ぐ胴部は大 きく張 り出 し，中位

灰涼 （7 0％）

「1－横 ナデ

普通 ・砂粒 ・橙
砂礫 9 0％5

6

7

8

9

10

1 1

1 2

土　 師　 器
A 1 2．1

B 13 ．4
で最大径 を計 り，頸部へ内轡 を見せ ている。

E l緑部 は直線 的 に開 き， H 唇部 は丸昧 をも

内面 －パ ケ 目調整
外面 －パ ケ 目調整の

柑

土　 師　 器

C　 4 ．6

A 18 ．6

ってい る。

脚柱は円柱状 を墨 し，裾部 になだらかに向

ってい る。裾部は器厚 を減 じ，先端近 くで

あ とナ丁
へ ラ ミガキ

ケlく

外 面一パケ 目調整 良好 ・砂粒・にぶ 林部 9 0％

l
高　 士不

土　 師　 器

B　 6．4 そり返 りを見せてい る。 い橙 P L　74 －6

B （8．5）

底部は平畑で井部は朝顔状 で器厚 は一定 で 口内面一様 ナ デ

良好 ・砂粒 ・にぶ 脚部 9 0％ある。日韓部は 丸味 を帯 びている。 ヘ ラナデ
口外画 一横ナ デ

高　 序

l土 師 器

C 15．4

B （8．3）

ナチ

パ ケ目

い橙 P L　7 5－ 1

脚柱部の内側は輪楕痕 を有 し，器厚 を減 じ

ながら裾部へ移行 し，広 く開いた裾部 は一

内面－パ ケ日
輪積痕 良好 ・砂粒 ・にぶ 脚部 60％左 した器厚 で，先端 は丸味 をもってい る。 一一　 デ

高　 林

土　 師　 器

C （16．8） パ ケ目調整
裾一様ナ デ

い橙

B （10．0）

脚柱部内側 に輪積痕 を有 し，円柱状 を呈す

る。裾部 は器厚 を一定 に保 ちなだ らか に下
方へ開 いている　 先端 はやや丸味 をもって

脚部 －パ ケ目
普通・砂粒 ・橙

にぷ 脚部 90％

高　 士不

土　 師　 霹

C 15，4 いる。 裾一様 ナ丁 い褐

A 19 ．6
受部 は外面 に装飾 用の突 帯 を有 し，底部 は
平坦 で広 く開 き，口唇部 で外反す る。脚柱

林部内側 －パ ケ目
外側 －ナデ 普通 ・砂粒 ・橙 8 0％

装 飾 器 台
B 14 ．6

C 14 ．5

部 は内側 に輪積痕 をもち，円柱状 を呈 して

いる。裾部 はなだ らか に下方へ広 がりを見
せている。

脚部 －ナデ
裾－パ ケ目

P L　75－ 2

受部 6 0％土　 師　 措 A （17 ．4）

底部 は平坦 で口縁 部は大 きく外反 し， 口唇

部 では さらに外反 し，水平 にの び，丸味 を
もってい る。

ロー横 ナデ
内面 一摩滅気味

軟弱 ・砂礫 ・橙
スコ

装 飾 器 台 B （4 ．4） ヘフナデ
外面 －ヘ ラナデ

リア

土　 師　 器 B （8 ．8）

脚柱部 は円柱状 で割 合頑丈 なつ くりで ある。
裾 部はやや横 にのび，突起 をもち一段下 げ
てややせ りか える様相 を呈 している。

脚部 －パケ 目

良好 ・砂 粒・にぶ
砂礫　 い橙
（石英）にぶ

脚 部はぼ

装 飾 器 台 i C 17 ・5

1

裾 一様 ナデ い黄
橙

1 00％
l
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第4章　ま　と　め

小貝川の下流域と利根川が合流するあたりは，広い沖積平野が形成され，自然堤防上に営まれ

た市街地が龍ヶ崎市中心部とその周辺である。この低地を南に望むいわゆる稲敷台地は，あたか

も独立丘陵を連ねたような半島状の地形をなしており，その一部である馴馬の台地には，若柴・

稲荷新田・馴馬の集落がほぼ一直線上に開けている。この馴馬の台地縁辺部は，成沢遺跡（古墳

時代）が所在し，その南東の馴馬地区集落に接して，平台遺跡が位置している。

調査の概要及び遺構・遣物等については，前章で記述しているので，ここでは発掘調査によっ

て明確になった事実をもとにしてまとめ，今後の古墳時代（中期）の集落跡の研究の参考に供し

たいと思う。

今回の発掘調査において確認された遺構は，前述のように住居跡47軒で，古墳時代中期の和泉

期に比定されるものであった。ほかに土壌として分類したものが16基あるが，住居跡と重複して

検出されたものが4基（第1号・第2号・第15号・第16号）で，大半が同時期のものであると思

われるものの，第15号土壌以外は遣物の検出もほとんどをく，適確な資料が得られずその用途に

ついて明らかにすることはできなかった。

住居跡は，一辺5m前後のいわゆる同時代の通常形のものを中心にしているが，調査区東側で，

一辺7mを越す比較的大型の住居跡が多く，その最大は，第35号住居跡（長径9．62m・短径9．42

m）であった。また，最小のものとしては，第47号住居跡（長径2．45m・短径2．40m）が検出さ

れている。

大半の住居跡が炉をもち，多くが床面のやや北西よりの中央部付近に集中している。そのほと

んどが地床炉であり38基を数える。平面形は，楕円形が主でその他は円形と不定形である。炉床

はおおむね固くしまりをもち，焼土e炭化粒子等を多く含有し褐色土e暗褐色土の堆積が見受け

られた。

貯蔵穴としては，概して，平面形が主に楕円形を呈している点，および住居跡のコーナーに設

けられていることなど，この時代の住居跡としては，特別な差異を認めることはできない。前期

の五領期では一方の壁の中央に近い床面に掘り込まれることが多く，やがて鬼高期に竃が出現す

ると，その傍に移動することが知られている。
ヽ

炉と貯蔵穴の相関関係についても，炉跡に最も近い壁に対向する壁のコーナーに貯蔵穴が設け

られていることから，今回の発掘調査でよく裏付けられたことと思われる。

住居跡の大半は四つの主柱穴を有しており，ほとんど規模が一定で，おおむね円筒形に掘り込

まれていた。その中にあって，第21号住居跡及び第37号住居跡は棟持柱と思われる柱穴が検出さ
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れている。また，壁下には，壁溝及び壁柱穴が確認された住居跡もあった。

出土遺物については，土器のうち高球形土器が多量に検出されたのも，和泉期の特徴をよく示

していると思われる。古墳時代前期（五領期）とともに，供献とされているこの種の器形は，各

住居に日常生活の上での必需品の一部とする見解があり，しかも，単体としてでなく複数で機能

したと思われる。第32号住居跡の例に見られるように，高球形土器23個体分以上が一括出土した

ことは注目に値する。その他の出土遺物として顕著なものは，婆形土器e壷形土器の柑形土器の

碗形土器等が検出され，加えて土錘・石製紡錘車e鉄製品が出土している。また，土器の中には

嬢が多量に付着したものも確認されており，さらに，多量の焼土や柱等と思われる炭化材が検出

され，屋根を葺く材料に使用されたと思われる炭化した茅の検出も見られている。

今回の発掘調査で，竪穴住居跡47軒のうち，少なくとも14例の火災による焼失と思われる住居

跡が認められた点も特筆に値する。しかも，住居跡の上部構造等を考えるならば，火災を起こす

確率そのものが高かったとも考えられる。また，この地方の冬季は乾燥した北西風が強くふき，

夏季は晴天が続き雨量が少なくこれら気象条件から考察しても，他住居跡や野火からの被災率が

高かったとも思われ，あながち無視することはできないのではなかろうか。今後，多くの類例の

研究を重ねて行くことが必要と思われる。

前述したように，当遺跡からは，遺構が台地の平坦面に東西に長く分布しており，遺構の遣存

状態は東側のものほど良好である。また，遺跡の南側及び東側のエリア外にまで分布しているも

のと思われる。

龍ヶ崎市管内における，当教育財団の発掘調査で古墳時代に比定されている遺跡は，松葉遺跡

をはじめ7遺跡あまりであるが，そのほとんどが前期にかかわっており，中期は当平台追跡のみ

である。これからみても和泉式土器を検出する遺構は県内では割合い少ないのではないかと思わ

れる。五領期と和泉期との関係は出土した土器を観察すると，器形の上では，際立った変化が見

られず，その意味からも五領期から和泉期へスムーズに移行していったことがわかる。

今後，古墳時代の集落跡を系統的に研究し，数少ない和泉期の住居跡と，その前後の五領期。

鬼高期との関連性を探究し，さらに異聞の国分期と深みを加えながら，それぞれの時代とその背

景をとらえ，さらに流れを考察することも課題であると考えられる。
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